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７年前、江戸川区のA中学校長の時に引き受けた教育実習生のSさんは、福島県南相馬(そうま)

市の出身であった。彼女の家族は自宅前の田んぼで農業を営んでいる祖父母と勤め人の両親、３つ

年上の兄との６人家族。そして犬と猫。幼い頃から絵を描くことや本を読むことが好きだったので

地元の中学校では文化系の美術部に入っていた。学級委員も務めていたが、教師に反抗し教室で爆

竹を鳴らしたりガラスを割ったりするクラス内のやんちゃな男子生徒には手を焼いていた。「学校

の先生って大変だなぁ」と感じていた。2011年(平成23年)3月11日(金)は、中学校の卒業式。

中学卒業後は、体験授業を受けて気に入った地元の進学校、福島県立双葉高等学校への進学が推薦

で決まっていた。午前中の卒業式が無事に終わり、自宅でくつろいでいた午後２時４６分、地面が

大きく揺れた。立っていられないので床にしゃがみ込む。長い揺れが収まり外に出ると、屋根瓦は

落ち、自宅周りのブロック塀は全て崩れていた。慌てて近くの空き地に逃げた。余震は続き、津波

が何度も襲ってくる。海沿いに住んでいる人たちが必死の形相で高台に逃げていく。津波は回を重

ねるごとに高さを増し内陸に迫ってくる。避難場所の小学校に移ったが、犬や猫は体育館の中に入

れないので車の中で寝泊まりした。小学校では食料が尽き、補給ポイントになる母校の中学校の方

に知り合いの家族に連れられ兄と一緒に移動した。津波の被害で同級生数名の命が奪われた。午前

中、一緒に卒業したのに・・・。進学予定の双葉高等学校は、東日本大震災に伴って発生した福島

第一原子力発電所の事故により避難指示が出された第一原発を中心とする半径20km以内の地域

にあるため使用できず、県内の生徒避難先近隣高校を間借りしてのサテライト方式での存続になっ

た。結局、第一希望の双葉高等学校（本校舎）には体験授業と推薦受験の２回しか行くことができ

なかった。彼女は両親とともに郡山(こおりやま)市に移り、あさか開成高等学校のサテライト校に

１年間、高校２年からは寮に入り、いわき市のいわき明星大学キャンパス内にできた双葉地区サテ

ライト高校に２年間通った。中学時代は具体的な将来の目標は無く過ごしてきたが、生まれ故郷や

両親と離れて真剣に将来のことについて考え始めた。絵を描くのが好き、芸術家が情熱をかけて制

作した作品を観ることはもっと好き。美術館や博物館に勤めてみたい。学芸員の資格が取得できる

大学に進学したい。できれば、大きな美術館や博物館が沢山ある東京の大学に行きたい。両親は福

島県外に出ることを強く反対したが、女子大学に進学することで許しをもらった。大学では学芸員

と国語科教員免許取得の勉強をした。博物館での実習を順調に終え、残るは教育実習。特別支援学

校小学部の介助員ボランティアは体験したが、中学校の教育実習には校内暴力があった自らの中学

時代を思い出すと足がすくんでしまう。しかし、運動会という大きな行事を挟んでの３週間の教育

実習で「生徒の成長を身近で感じられ、生徒と感動を分かち合えることができる学校の先生ってな

んて素晴らしい職業なんだろう」と感じることができた。 

教育実習で教職へのやりがいや魅力を強く感じた S さんは、その年の東京都教員採用試験に見

事合格し、足立区立B中学校に国語科教員として採用された。B中学校で卒業生を２回送り出し、

今年度から教育実習でお世話になった江戸川区立A中学校に異動し活躍されている。 

 

「もしもあの３月１１日がなければ、ずっと福島県内にいて平凡に暮らしていたんだと思う。 

３月１１日があったから、東京での教員生活がスタートできた。」 

『３月１１日があったから』そう言える彼女に強さを感じた。 

『神は乗り越えられない試練は与えない』  （マザー・テレサ） 

 東島根中校長雑感     足立区立東島根中学校 



速報 ☆今年度都立高校推薦入試・個人面接質問事項ベスト１０   
 第１位『志望理由』 例「どうして本校を志望したのですか」「どうやって見つけましたか」 

 第２位『将来の進路や希望』 例「高校卒業後の進路は」「なぜその職業に就きたいのか」 

 第３位『高校に入って頑張りたいこと』 例「何の行事・部活を頑張りたいですか」 

  第４位『部活動について』 例「部活動で得たこと」「部活動で苦労したこと、克服方法」 

 第５位『説明会等の参加について』 例「何回来たか」「参加した時の印象はどうでしたか」 

第６位『得意・不得意科目について』 例「自主的に取り組んだ教科は」 

第７位『中学校生活の思い出』 例「中学校時代の一番の思い出とそのことで得たことは」 

 第８位『校則について』 例「校則(ルール)はなぜ必要か」「違反している友達への声掛けは」 

第９位『自分の長所・短所』 例「長所が発揮された経験を述べてください」 

 第10位『通学時間・利用交通機関・経路』 

その他：自己ＰＲ 複数校、「ボランティア活動の経験は」「最後に言いたいことは」 

★推薦入試に関する受検生からのアドバイス （一部掲載） 

○面接は緊張すると思いますが、それは他の受験生も同じで、面接官も優しいので自信をもって 

述べれば大丈夫です。言葉づかいには気をつけてください。自己PRカードの内容に関する質問 

は「深掘り」されることが多いので、どんなことを聞かれそうか予想しておくと良いです。 

○人が話している時には、相手の目をしっかり見るようにすること。 ○待ち時間が長いので、 

頭の中でイメージトレーニングを沢山すること。 ○面接は何回も何回も練習すると当日は思っ 

ているより緊張しなかった。 ○「自由」についての自分なりの見解を用意しておくと良い。 

○面接は、自分が行きたい高校の過去に質問されたものをしっかり答えられるようにすること。 

作文は、国語の先生に、練習したのを出す。練習あるのみ。当日は、少しでもいいので朝ご飯を 

食べてから会場に行こう。 ○自分に自信をもって頑張れ！絶対に大丈夫だよ！！ 

☆表彰生徒  

・足立区教育委員会生徒褒賞  

区長褒賞 ３年１組生徒・バレエ  教育委員会褒賞 １年２組生徒・空手 

・バスケットボール部 足立区立中学校花畑ブロック１年生技術交流会  

女子：第三位    優秀選手賞：１年２組生徒 ・ １年３組生徒 

 

 

 

３月 ３日（月） ３年：都立高校前期一次発表 

   ４日（火） 専門委員会（最終） 

   ５日（水） ３年：球技大会 

   ６日（木） ３年：都立高校後期二次出願、避難訓練 

   ７日（金） ３年：薬物乱用防止教室、三送会、中央議会 

  １０日（月） 生徒集会、３年：卒業遠足（東武動物公園） 

１１日（火）  ３年：薬物乱用防止教室、３年：都立高校後期二次学力検査 

２年：校外学習（TGG） 

   １４日（金） ３年：都立高校後期二次発表 

   １７日（月） 卒業式予行 

   １９日（水） 第65回卒業証書授与式（開場9:20 開式10:00 保護者参列可） 

   ２１日（金） ２年：球技大会、１・２年：保護者会（14:00～全体会・学年別） 

   ２４日（月） １年：球技大会、大掃除、給食最終 

   ２５日（火） 修了式 

 ４月 ７日（月） 始業式  ８日（火）第66回入学式（受付9:00～9:30  開式10:00） 

本気でなければ答えられない！ 

 

今 後 の 予 定 

 


